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私達は地方自治の信念に
則り行政に対する監視と提
言を怠ることなく、常に市
民と行政のパイプ役として
「市民」「議会」そして「市
当局」との三位一体を旨と
し、市民福祉の向上と地域
の振興・発展、真の市政伸
展に邁進することを誓う。�
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9月定例会で審議された月定例会で審議された
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多 数
採 択

複式学級の学級編成基準の引き下げを求める意見書提出方
について

多 数
継続審査

良い自然環境を後世に残す市街化区域内農業のできる税制
の確立について

全 員
継続審査周辺自治体との合併促進について

全 員
継続審査福島市と伊達郡内の各町との合併に関することについて

全 員
継続審査近隣自治体との市町村合併促進に関することについて

多 数
継続審査

精神障害者地域生活支援センター運営費の確保に関するこ
とについて

全 員
継続審査

あらかわクリーンセンター焼却炉建設工事に伴う地元企業
の活用について

多 数
継続審査私立認可保育所の財源確保に関することについて

全 員
継続審査食用廃油ディーゼル燃料化に関することについて

多 数
原案可決子育て支援に係る財源確保を求める意見書

多 数
原案可決耐震化促進のための施策の拡充を求める意見書

多 数
原案可決複式学級の学級編成基準の引き下げを求める意見書

9月定例会で審議された

福島総合計画「ふくしまヒューマ
ンプラン21」前期基本計画の最終年
を迎え実施進捗を検証し、後期基本
計画（最終年22年度）の策定取り組
みについて伺う。

①前期基本計画の事業費ベースの進捗率は、当初計画に対して全体で
69.6％となっている。現下の厳しい財政状況で既存ストックを最大限
に活用する政策を進めたことにより、都心東土地区画整理事業、あら
かわクリーンセンター焼却炉建替え事業、新庁舎建設事業など大規模
事業の見直しをはじめ、事業の緊急性、重要性などを総合的に判断し、
市民生活に密着した事業を最優先に実施したことなどの影響による。
②急速な人口減少時代や少子高齢化社会の進展は、施策事業の緊急性重
要性を図る点での影響はあったが、前期基本計画全体の進捗に対する
影響はなかった。
③前期基本計画で示す農業産出額、製造品出荷額、年間商品販売額、市
内総生産額、市民一人当たりの分配所得等の主な経済指標の目標額と
直近の指標額に乖離が見られる。
④後期基本計画における本市の現状と課題は、「持続可能な地域社会の
構築を目指しての環境資源問題への対応」「安心して子どもを生み育
てる事ができる社会の形成」「団塊の世代の退職により健康な高齢者
の増加が見込まれるので、質の高い健康福祉サービスや生涯学習サー
ビスと社会参加と就労機会の確保」「市民生活各般にわたる安全な社
会の確立」「市町村合併、広域連携と地方分権への対応」等が主なも
ので基本的な対応を図る。
⑤後期基本計画策定の基本指針は、前期基本計画の評価見直しを計り、
本市を取り巻く社会経済情勢の変化を十分に踏まえ、本市が持続的に
発展し安定した市民生活を維持することができる将来都市像の具現化
を図り、各施策における目標の指標化など市民に分かりやすい身近な
計画とする。
⑥本市および川俣、飯野町との合併が成立した場合は、新しい基本構想
を策定すると共に、その基本構想で示す将来都市像の具現化のため、
新しい基本計画を策定する。
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９月補正予算の主な内容�９月補正予算の主な内容�
平成177年度年度

高規格救急自動車購入

企業立地促進費（雇用促進助成金）

水稲直播栽培実践支援事業

あらかわクリーンセンター焼却炉建替事業費

児童福祉施設等補助金

生活基盤整備事業費

街なみ環境整備事業費（飯坂町湯沢周辺地区）

小・中学校施設改修事業費

29,751

8,800

471

16,884

83,099

200,000

10,800

24,000

消防本部

商工観光

農 政

環 境

健康福祉

建 設

都市政策

教 育

単位：千円

平成17年度

９月議会における一般質問９月議会における一般質問

宍　戸　一　照
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去る９月25日、完成した摺上川ダムの竣工式が執り行われました。着工から20年、長くこの事業の推進に関わった者と
して、地元周辺の皆さんの多大なご協力などをはじめ、これまでの道のりを振り返りますと万感の思いがいたします。洪
水調節など６つの役割を持ち、上水道としては２年後に１市11町の市民の皆さんの生活用水を供給できることとなります。
蛇口をひねれば当然のように流れ出る「水」を末永く福島市の財産としていくと同時に、福島市の農産地と豊かな自然と
の共生をも、今一度見直していかねばならないと改めて強く感じる次第です。
さてこの４年間、福島市では『協働のまちづくり』を市民の皆さんと一緒にと進めて参りました。今ひとつの節目を迎
え、さまざまな角度からシュミレーションをしてきた合併協議会、議論を巻き起こした市庁舎建設問題などのまとめと行
動の時期が近づいています。これまでの福島市の歴史を振り返りながら「人間尊重の都市ふくしま」をどう現実化してい
くのかを十分に考慮し、市民の皆さんからいただいた声を第１番に捉え、速やかに実行するべきであります。
各地域に整備された学習センターや７月23日にオープンした子どもの夢を育む施設『こむこむ館』を基点とした子ども
からお年寄りまでの生涯学習事業、今年で49回目を迎えた自治振興協議会の今後のあり方など新たな視点を持ち、一人一
人がいきいきと豊かな人生を楽しめる福島市を目指して肝を据えた行政の執行が今こそ重要であると身の引き締まる思い
で居ります。

◆所感

半　沢　常　治
【顧　問】総括指導

建設水道常任委員

上鳥渡字茶中49
1593－3977

去る９月11日に行われた衆議院選挙は、高投票率と小泉自民党の圧勝という
歴史的な結果を残し新たな国政運営がスタートしました。近年投票率の低下が
大きな問題となっていたが、国民にわかりやすく、インパクトのある政策を問
いかける事ができれば有権者は投票に参加することが立証されたのです。選挙
課題の郵政民営化問題については、民間では既に実行済みの痛みの伴う改革を
早急に実行しなさいと言う国民の意思表示であると思います。
当市においても11月に福島市長選挙と市議会議員補欠選挙が行われますが、
市長選挙は当市の４年間の舵取りを任せる首長を選ぶ大切な選挙であり１票を
必ず行使しましょう。さらに福島市は県北の母都市としての責任と信頼が求め
られるとともに、市政の将来に明るい展望を具現化することが求められており、
ふさわしい市長が誕生することを望みます。

◆市長選挙について思う

大　越　明　夫
【幹事長】

建設水道常任委員／議会運営委員／合併協議会委員

上鳥渡字仲原２－１
1593－3115

私は９月定例会の一般質問において、瀬戸市長の４年間の市政運営について
「ふくしまヒューマンプラン21」前期基本計画を検証しつつ、「公平、公正」
「公開、参画」「簡素、効率」「分権、自立」を基本姿勢とし、地方財政が一層
の厳しさを増す状況の中、財政の健全化を念頭に派手なパフォーマンスはない
が、常に市民の目線に立った堅実な政策遂行、そして市民との協働意識の醸成、
参加など、市政の各般にわたって施策の成果が現れてきていること、並びに山
積する市政の諸課題の解決そして市政は10年ぐらいのスパンで考えていくとの
市長の持論から、ようやく積極的な独自色が打ち出されてきた事などから瀬戸
市長の行政運営手腕を高く評価する。瀬戸市長に積極果敢な施策遂行の意思を
持って、引き続き市政を担当して頂きたく、来る市長選挙に再び立候補される
事を要請いたしました。

◆瀬戸市長へ立候補要請について

宍　戸　一　照
【副幹事長】

経済民生常任委員／議会運営委員／農業委員

荒井字上町裏10
1593－1035

衆議院選挙も終わりました。この結果を受け、当然と考える方、意外に思う方、其々であると思
います。私はこの国の現状は末期的な状況にあると考えており、その原因は戦後60年続いた日本社
会の枠組み、仕組みにあると考えます。その枠組みそのものを根本から組み替えることこそがこの
日本を救う唯一無二の手段であると信じております。今回の選挙結果が真の改革へと繋がるのか？
それはこの場にては触れずにおきます。しかしながら、毎回の事ですが選挙における投票率の低さ
に非常な危機感を覚えます。選挙というものは良くも悪くもこの国の将来を占う、また国民が政府、
行政に対し文字通りの審判を下すただ一つの手段であります。言い換えればこの国を良くするのも
悪くするのも選挙にかかってくる。過去５回の福島市の平均投票率は約61％、残りの39％の方々は
自らが幸福に暮らす選択肢を捨てているに他ならないのです。来月は市長選、市議会補選も控えて
おります。福島市民の皆様に於かれましては、福島市の未来は自分が創る、その意識を忘れること
なく、投票所へ足を運んで戴く事を願うところであります。次代を担う子供たちのためにも…。

◆衆議院選挙を終えて

真　田　広　志
【政務調査会副会長】

文教福祉常任委員／議会運営委員／福島市青少年問題協議会委員

松浪町１－15
1526－3201

９月定例議会も終り早いもので10月、稲穂も黄金色に輝き刈入を待っており、畑に果実の王と言われるりんごの取入が始まり、農家の皆さんの
一番楽しい時であり、今年は農家にとっては幸せな年であると思います。
そこで思い出すのは、平成６年11月完成した金沢第２埋立処分場の事です。市では土湯に処分場を持っておったのですが、満杯になる直前に私
になんとかならないかと話しを持ってこられ、私自身大変困った事になったのです。それには金沢地区民の方々とある事の約束が有り、話が出来
ないのです。それは、私が議員当選して二期目の集会で金沢地区民全員の方より、産廃や芥の捨場を持ってくる事は駄目と約束されておったから、
市の要望に応えられないのです。ところが、私に天が味方してくれたのか解決の道がやって来たのです。それは、地区民の一部の人達が福島製鋼
株式会社の害の無い産廃の捨場を認めて欲しいと私の所に陳情にやって来たのです。しかし私は、それは金沢地区民皆さんが私に駄目と言った事
なので駄目ですと断わり帰ってもらいましたが、２、３日後、又なんとか許して下さいと来ましたが断わり帰ってもらいました。何回か繰り返し
たが、このままだと市の事も有るので最後に、地区民の方が私に言った約束を白紙に返すならば私は何も言いません。地区民全員協議会を開いて
決めて下さいと申し上げ、決を待って居りました。全員協議会では、議員に言った事はない事にすると決めたと代表が私に報告に参りました。
そこで金沢第２処分場建設に踏み出した訳であるが、面積71,300㎡の土地が必要で、この土地買収のため地区民の方々に色々な条件が出された。
一つは水道を２年間で全戸に、また部落集会所の改築に特別助成を、三つ目は市道の整備など。処分場を作るのに、この様な苦労と金が必要な
のか、私の30年の議員生活の中で一番大きな仕事であったと思います。市民の皆様、あと10年で満杯になります。１年でも長く処理できる様、市
民の皆様にお願いし、終ります。

◆30年思い出

斎　藤　　清
【会　長】

総務常任／監査委員

松川町浅川字台坂１
1548－7745

一緒に居る人同志で歌い、聞く事は、和やかな雰囲気を醸し出し、仲間意識
を芽ばえさせ又、仕事の疲れも飛ばし、明日への活力さえ生む効用が有ると言
われてる。友人、仲間、家族で楽しむ場所、それが、カラオケボックスと思い
ます。カラオケ店で、青少年が、本来守らなければならないルール・マナーを
無視した行為が、昨今目立って来ている。それは、ボックス内での飲酒、喫煙、
目に余る不良行為であり、警察の補導件数も増加し、ボランティア団体少年補
導員の皆様も頭を痛めている。一部のカラオケ店ボックス内部が外から見えに
くく、腰や体を曲げずとも中の様子が見え易く改善し、青少年にとって、健全
なカラオケボックスであってほしいと、願っております。仕事で従事されてい
る皆様には、非行の温床とならぬ様、今まで以上に、ご指導、ご助言をお願い
します。

◆健全で明るいカラオケボックス

小　島　　　衛
【副会長】幹事会担当

経済民生常任委員／合併調査特別委員会副委員長／福島市都市計画審議委員

太田町14－２
1534－4226

早いもので「瀬戸市長」誕生以来４年が経過し、間もなく再選を目指す選挙
の時期となりました。
今９月定例議会では、様々な評価の質問がありましたが、一様に感謝の念が
こもっていたものだと思っております。
財政が厳しい中でのこの４年間の市政運営は穏やかではなかったかとは思い
ますが、政治家としてインパクトを考え、様々な施策を展開してきた事につい
ては評価をするものであります。その一つの「協働」を基調とし、市民の方々
を巻き込み、協力を得た市政運営については、この時代・時期に合った展開方
法であろうと思いますし、「三位一体の改革」を視野に入れたものだと考えて
おります。瀬戸市長には、再選を目指してのご健闘を祈念するものであります。
結びに市民各位のご健勝をお祈り申し上げ挨拶と致します。

◆瀬戸市政、今期最終議会を終えて

渡　辺　敏　彦
【副会長】政調会担当

総務常任委員／広域行政事務組合議員

松川町字青麻山３
1567－2660

今９月定例会開会中に執行されました第44回衆議院総選挙は、改めて『改革』について考えさせら
れる選挙となりました。
私なりに解釈すれば、『改革』とは、戦後60年の中で起こっている、世界情勢の変化、バブル崩壊
後の国内経済情勢の変化、そして少子高齢化や世帯構成の変化、更には今まで経験した事のない人口
減少社会の到来という社会構造の変化などの色々な大きな変化に確りと対応し、将来の持続可能性あ
る『地方のすがた』や『国のすがた』そして『世界の中の日本のすがた』を形づけることであり、そ
の為に、国・地方の法律・条例や制度、そして社会の仕組みを『再構築』する『行動』が改革である
と考えます。
そして、我々、地方にあって忘れてならない改革は、『地方分権の改革』であります。地方分権一
括法の趣旨に沿い、基礎的自治体が国・県と対等・同格の立場に立ち、地方の発想・創意工夫が政策
として実行され、再び地方に活力が取り戻せるような分権社会を再構築していかなければなりません。

◆『改革』について思うこと

中　野　哲　郎
【政務調査会長】
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